
六
正
四
年
六
月
ニ
十
-
日
第
三
碍
爵
偏
物
語
可
『
毎
月
一
回
-
R
盛
行

干子連聾目一月入品?とご二十和昭

禁

! .. ‘ 
E冊

叢

日
常
業
枕
の
課
税
楳
地
下
と
費
上
枕
の
課
枕
方
法
・
・
法
邸
中
博
士

井

田

制

と

其

枇

曾

的

意

義

・

・

・

法

畢

博

士

関
民
共
同
慌
の
人
間
皐
的
基
礎
-
-
禁
制
皐
博
士

$
w
a

晶
岡
山

田

U
H

・

a
・
-
町
制

輸
入
統
制
と
し
て
の

Furr三
制
度

司

-E
岡

川
崎
川

-
経
済
皐
博
士
谷

庫
川
川

T
咽
岨

純
損
命
概
念
忙
一
珊
若
干
の
基
本
問
題
に
つ
い
て
:
-
料
消
期
中
ゴ

工
業
経
営
規
模
の
双
峯
分
布
に
つ
い
て
:
・
経

Z
Z

職
業
の
意
義
と
問
題
:
目

:
:
j
e
-
-
・
;
:
総
主
主

資
本
移
動
の
近
代
理
論
:
・
・
;
:
:
・
陶
芸
皐
士

坦

一

肌

荷

山

カ
し
ッ
キ
の
敷
島
T

的

動

態

理

論

・

-

経

済

事

士

複
式
簿
記
法
の
愛
生
j
i
-
-
・
;
・
・
‘
・
:
:
:
経
済
皐
士

附

新
着
外
関
経
済
雑
誌
主
要
論
題

輔

事E

石財示*

川部戸

興静正

二治雄

口

吉

彦
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11芹ノ本
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検
入
統
制
と
し
て
の
『
〉
弁
に
制
度

第
四
十
五
容

O 
O 

第
二
競

五

号

論

食
マ
ヘ
充
利
三
し
て
一
)

古
平

τノ
占
有
比
昨
、

-

L

守
主

d
e
.

z
p
m
F
Z
 制
度

谷

口

士
口

:.~雪

目

!
こ
、
ア
ス
キ
制
度
の
特
徴

=
=
一
、
ア
ス
キ
制
度
の
後
展

二
、
ア
ス
キ
制
度
。
機
能

削
、
ア
λ

キ
制
度
目
縄
類

-
、
炉
停
四
制
度
の
特
徴

一
九
三
五
年
の
ド
イ
ツ
総
出
貿
易
は
、
同
ユ
ロ
ロ
与
一
。
氏
の
指
摘
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
そ
の
六
O
%
は
公
的
の
清
算
協
定
(
3
2
0
円「

ロ
ロ
ロ
阿
君
。

-ro一
旦
)

に
よ
り
、
二
O
%
は

kgr一
を
の
他
の
相
殺
取
引
(
問
中
日
目
河
口
E
2
2
2
2
E
Z
)
に
よ
り
、
最
後
の
二
O
%
だ
け
が
純

粋
の
潟
替
取
引

(
F
E
2
2
D
)
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
た
と
言
は
れ
る
。
之
に
よ
っ
て
謂
は
ゆ
る
『
ア
ス
キ
』
制
度
が
、

そ
の
賓
施
後

の
最
初
の
一
年
間
に
沿
い
て
、
如
何
た
る
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
か
を
知
り
う
る
と
共
に
、
五
日
図
が
鴨
川
も
輸
入
も
殆
ん
ど
一

Q

。
%
ま
で
矯
替
決
済
に
依
存
せ
し
め
な
が
ら
、
震
替
相
揚
の
維
持
の
た
め
に

E
額
の
金
現
迭
を
行
ひ
っ
L
あ
る
現
欣
に
釘
し
て
、
何

ら
か
の
示
唆
を
輿
ふ
る
・
も
の
で
は
左
い
か
と
思
は
れ
る
。

E
E
B
G
g円
『
主
即
ち
ア
ス
キ
取
引
ま
た
は
ア
ス
キ
制
度
は
、

〉

5
窓
口
品
。
?
∞
O
ロ
L
2『穴
O
E
O
-】

E
『

』

-
M
-
Z
L
Z
-
z
z
z
R
Z
の
略
稀
で

-b
り
、
『
園
内
支
梯
の
た
め
の
外
人
特
別
勘
定
』
と
も
語
す
べ
き
も
の
で
る
る
。
例
へ
ば
ド
イ
ツ
に
商
品
を
輸
出
し
た
る
外
国
人
は
、

Frit也zllL口Jhle，Da出sKomp凹en田s日a叫tioηs昭ge田5ch毘仕 im R主ah!I回古悶e町叩U川1del: d剖 t旬sch悶e白n】 Han~ eJs­
po阿0叶1出1比tiks悶eit吋de町rWi凶rt巾t5民ch凶1afl仇t臼s比kζ司ri巾is配e(σJμ同al油h甘r出1
tik， Feh. I737~ 月 196)



そ
の
検
出
代
金
を
自
園
に
取
寄
せ
る
こ
と
は
詐
さ
れ
宇
.
之
を
ド
イ
ツ
園
内
の
銀
行
に
特
別
勘
定
と
し
て
保
有
し
、
ド
イ
ツ
圏
内
の
支

梯
た
と
へ
ば
ド
イ
ツ
か
ら
の
輸
入
商
品
の
代
金
支
梯
に
充
営
せ
し
む
る
制
度
で
る
る
。
従
っ
て
一
種
の
封
鎖
マ
ル
ク

訪
問
》
勾
『
?
冨
白
井
)

で
あ
り
、
ま
た
清
算
貿
易
京
宝
石
ロ
ヨ
丘
一
つ
Z
)

の
一
種
で
も
-
あ
る
が
、

併
し
そ
の
特
別
勘
定
は
債
権
者
の
白
受
的
意
田
山
に
よ
っ
て
、

普
通
の
潟
棒
銀
行
に
保
有
さ
れ
て
ゐ
る
貼
に
な
い
で
、
従
来
の
封
鎖
貨
幣
と
は
異
な
り
、
ま
た
後
に
中
川
一
ぷ
る
が
如
く
従
来
の
種
々
の

形
態
に
K
M

け
る
清
算
貿
易
と
も
異
な
る
貼
が
少
〈
な
い
。

さ
て
一
九
一
三
年
の

F
イ
ヴ
金
融
恐
慌
を
襖
機
と
し
て
、
新
た
友
潟
格
管
理
の
典
型
的
な
諸
形
態
が
、
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
て
展

凶
さ
れ
つ
k
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
賞
、
で
あ
る
。

こ
の
潟
替
管
理
の
強
化
過
程
は
、

一
九
三
四
年
九
月
の
請
は
ゆ
る
新
計
量

(
Z
2
0

門
戸
山
口
}

〉

b
f
二

f
j
L
F
i
F
;
-
コ

i

忙
よ
/
一

t

E

K
来
品
円
台
己
防

K
ユ
之
と
去
、
お
/
芦

、

:L-L
士円、
i
-

〉
入
一
、
、
?
:
:
、
為
、

今
と
か
K
E
U
て
ど
骨
/
叫
寸

yq
医
科
じ
お
U
4
μ

l-r
『

》

F

一

戸

-1ν

ト
人

K

哩
1
2
K
そ
オ
ト
し
刊

戦
経
済
に
割
腹
す
る
原
料
向
給
策
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
貿
易
統
制
こ
と
に
輸
入
統
制
に
闘
す
る
一
時
期
を
劃
す
る

も
の
で
ち
る
。
国
よ
り
従
来
の
目
擦
を
友
し
た
同
際
牧
支
の
均
衡
と
通
貨
偵
値
の
維
持
は
、
ま
す
/
¥
之
を
強
化
す
る
と
と
に
は
相

違
な
い
が
、
之
に
加
ふ
る
に
原
料
確
保
の
見
地
か
ら
す
る
穆
h

の
施
設
を
加
へ
、
殊
に
そ
の
方
法
上
に
著
し
き
改
善
を
加
へ
た
も
の

で
る
る
。

の
根
本
思
想

誌
に
問
題
と
す
る
』
出
玄
制
度
は
、
邸
ち
右
の
一
新
計
叢
』
の
貿
易
統
制
上
に
現
は
れ
た
一
閣
で
あ
る
。
『
新
計
壷
』

は
、
『
支
挽
ひ
得
る
以
上
に
貿
つ
て
は
た
ら
ぬ
。
先
づ
第
一
に
必
要
や
む
を
得
ざ
る
物
を
買
ふ
』
と
一
吉
ふ
に
あ
る
。
同
よ
り
之
は
必
A
Y

し
も
『
新
計
聾
』
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
友
い
。
ま
た

rr
一
取
引
も
多
少
は
ホ
で
に
一
九
三
二
年
か
ら
行
は
れ
て
ゐ
た
。
た
ピ
新
計

蓋
は
右
の
原
則
を
よ
り
明
確
に
し
、
よ
り
趨
切
な
る
方
策
を
立
て
る
と
共
に
、
旨
r
一
制
度
に
闘
す
る
一
般
的
・
包
格
的
た
規
定
を
設

韓
入
統
制
と
し
て
の
『
〉
m
E』
制
度

第
四
十
五
巻

第

競

亙

O 
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総
入
統
制
と
し
て
由
『
〉

FM』
制
度

第
四
十
五
巻

O 

第

晶E

互E
I四

け
た
新
に
そ
の
意
義
を
有
す
る
。

さ
て
輸
入
貿
易
に
封
ず
る
従
米
の
決
済
方
法
は
、
極
め
て
限
ら
れ
た
る
範
囲
に
お
け
る
自
由
在
外
凶
矯
替
に
よ
る
外
は
、
認
は
ゆ

る
相
殺
取
引
(
肉
。
三
宮
口
回
目
【
一
0
5同町田町
ZF)
を
王
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
相
殺
取
引
は
焼
〈
之
を
解
す
る
揚
合
に
は
.
震
替
ま
た
は

現
金
決
済
に
よ
ら
ゲ
る
一
切
の
一
取
引
を
包
含
し
、
従
っ
て
閥
次
閣
の
鴻
枠
清
算
協
定
も
そ
の
巾
に
含
ま
る
L

と
と
ミ
な
る
が
、
之
を

狭
義
に
併
す
る
抑
制
合
に
は
、
か
a
h

る
公
的
一
の
清
算
協
定
ま
た
は
支
椀
協
定
に
よ
る
決
桝
は
之
を
除
外
し
、
↓
1
止
し
て
私
的
の
清
算
取

引
(
巴
髭
望
日
〈
戸
円
。
〈

2
2
2
=ロ一五回沼田円
E
E
を
意
味
す
る
こ
と
主
投
る
。
そ
こ
で
問
題
の
プ
ス
キ
制
度
が
一
丸
三
五
年
一
月
か
ら
一

般
に
盛
行
す
る
に
至
る
ま
で
に
は
、
主
と
し
て
此
の
公
的
の
清
算
協
定
と
私
的
の
清
算
取
引
と
が
、
偽
怪
に
よ
ら
ざ
る
決
済
方
法
と

し
て
利
則
さ
れ
て
ゐ
た
。

い
ま
ア
ス
キ
制
度
の
特
徴
を
明
ら
か
に
認
識
す
る
た
め
に
は
、
之
を
右
の
二
つ
の
清
算
制
度
と
封
比
す
る

こ
と
が
有
款
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
此
の
新
制
度
が
何
故
に
成
立
す
る
に
至
っ
た
か
の
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
L
も
た
る
。

第
一
に
、
鈴
替
清
算
削
に
つ
い
て
は
肢
に
他
の
機
舎
に
詳
論
し
た
る
が
如
/
ソ
そ
の
成
立
に
は
一
定
の
保
件
を
必
要
と
し
、
従
つ

て
そ
の
設
展
性
に
は
一
定
の
限
度
が
あ
る
。
ド
イ
ウ
の
知
き
は
最
も
そ
の
依
件
を
具
備
せ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
併
し
相
手
闘
に
そ

の
僚
件
を
具
へ
ぎ
る
揚
ム
口
に
は
、
例
へ
ば
英
濁
間
の
清
算
協
定
が
失
敗
に
帥
し
た
る
が
如
〈
-
必
一
や
し
も
多
〈
の
場
合
に
そ
の
成
立

を
期
待
す
る
こ
と
は
出
来
危
い
。
ま
た
乙
れ
は
二
凶
閣
の
公
的
協
定
で
あ
る
か
ら
、
た
と
ひ
経
済
的
に
は
成
立
の
可
能
性
は
あ
っ
て

も
、
政
治
的
そ
の
他
の
諸
事
情
の
た
め
に
、

そ
の
成
立
を
妨
げ
ら
る
ミ
揚
ム
ロ
が
少
く
泣
い
。

か
く
の
如
き
理
由
に
よ
勺
て
、
ド
イ
ツ

の
如
き
も
前
惑
の
如
く
輸
出
貿
易
の
六
割
ま
で
は
之
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
併
し
向
ほ
他
の
四
割
ま
で
は
、
何
ら
か
他
の
方
法

に
よ
っ
て
決
怖
さ
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
る
る
。

祁1若コ‘貿易統制の研究、第一巻 p.248-28U. 4) 



ア
ス
キ
制
度
は
か
k

る
清
算
協
定
の
成
立
し
難
き
場
人
口
に
、

そ
の
間
隙
を
補
填
す
る
制
度
と
し
て
利
則
さ
れ
る
も
の
す
一
あ
る
。
そ

れ
は
決
し
て
清
算
協
定
に
取
っ
て
代
る
も
の
で
は
左
く
、
寧
ろ
清
算
協
定
の
成
立
せ
ざ
る
諸
岡
と
の
一
間
に
利
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
に
、
震
替
に
よ
ら
や
し
て
図
際
聞
の
貸
借
を
決
済
し
う
る
黙
に
沿
い
て
、
第
二
に
、
輸
出
を
も
っ
て
輸
入
を
決
済
す
忍
勃
に
お

い
て
、
補
者
は
そ
の
直
接
の
目
的
を
同
じ
ろ

L
、
ま
た
そ
の
方
法
ヒ
の
趣
意
を
同
じ
ろ
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
併
し
第
一
に
、
中

央
銀
行
そ
の
他
の
公
的
機
闘
の
介
在
せ
ざ
る
却
に
沿
い
て
、
第
二
に
、
法
令
的
に
輸
出
聞
は
領
の
提
供
ま
た
は
輸
入
償
額
の
受
入
を
狽

制
せ
ざ
る
黙
に
た
い
で
、

ア
ス
キ
制
度
は
清
算
協
定
と
は
著
し
く
相
違
す
る
結
も
あ
る
。
関
内
定
州
の
た
め
の
特
別
勘
定
を
創
設
寸

る
に
は
政
府
の
認
可
を
必
要
と
す
る
が
、
間
し
そ
れ
も
自
設
的
?
あ
り
、

h
I
r
M
?
と
し
て
清
算
協
定
に
北
し
著
し
ぐ
自
由
で
あ
る
。
川
任

っ
て
羽
子
刻
一
ド
d
y
d
事
h
h」
E

回
ご
r一-
T
土
炉
、

:
4一
I
7
1
4
1
f
i
o
d
-
-
-

伊
川
技
J

Z

片
山
市
場
主
そ
の
ま
L

に
川
市
ひ
る
場
合
に
も

ア
ス
キ
問
主
主
上
く
同
司
空
白
川
ι
う
る
守

J

i

l

l

-

J

l

l

i

 

徴
を
有
す
る
。
現
に
ド
イ
ツ
に
沿
い
て
も
、
原
則
と
し
て
は
公
的
の
清
算
協
定
の
成
立
せ
ざ
る
相
手
闘
と
の
聞
に
之
を
認
め
、
附
担
刊

を
併
存
せ
し
む
る
場
合
に
は
、
相
手
間
政
府
の
話
可
を
必
要
と
す
る
こ
と
L
し
て
ゐ
る
。

第
二
に
、

ア
ス
キ
制
度
の
特
徴
は
寧
ろ
私
的
の
清
算
取
引
に
封
し
て
重
要
で
あ
る
。
私
的
の
清
算
取
引
と
は
、
個
々
の
輸
出
商
人

と
総
入
商
人
と
の
個
々
の
取
引
が
、
相
互
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
ゐ
て
、
輸
出
と
伶
入
と
が
個
々
に
相
殺
さ
れ
る
仕
組
で
あ
る
。
例
へ

ば
ド
イ
ツ
の
輸
入
商
人
が
一
定
の
輸
入
を
友
し
得
る
た
め
に
は
、
恰
か
も
そ
れ
に
相
隙
す
る
だ
け
の
品
輸
出
を
注
し
て
、
之
を
個
人
的

に
個
別
的
に
相
殺
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
の
方
法
は
輪
出
入
を
平
均
し
、
関
際
牧
支
の
均
術
を
計
る
た
め
に
は
、
極
め
て
有
放
な
る
方

法
で
は
あ
る
が
、
併
し
寅
際
に
は
種
#
の
支
障
を
売
れ
な
い
。
例
へ
ば
外
岡
に
会
い
て
遁
首
た
る
相
殺
相
子
方
を

(問。ョ
}uESEd』

】
国
担
古
田
『

5
2
)

務
見
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
く
、
ま
た
ド
イ
ツ
の
輸
入
商
は
同
時
に
輸
出
荷
で
怠
け
れ
ば
た
ら
ね
。
そ
の
上
に
個
々
の

犠
入
統
制
と
し
て
り
『
〉
会
一
』
制
度

第
四
十
五
巻
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掠
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聡
入
統
制
と
し
て
の
『
〉
岳
山
』
制
度

第
四
寸
五
巻

告多

量主

五
六

。
凹

取
引
が
個
別
的
に
輸
出
入
相
殺
さ
れ
ね
ば
た
ら
む
の
で
あ
る
か
ら
、
貿
易
活
動
は
之
に
よ
っ
て
茜
に
し
く
拘
束
せ
ら
れ
て
窮
屈
と
た

り
、
従
っ
て
全
牒
の
貿
易
も
萎
縮
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。

ア
ス
キ
制
'
反
は
卸
ち
斯
〈
の
如
き
私
的
清
算
取
引
の
欣
陥
を
改
者
ぜ
ん
と
し
て
生
れ
出
で
た
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ア
ス
キ
制

広
は
私
的
清
算
に
取
っ
て
代
っ
て
、
そ
の
地
位
を
占
め
る
べ
書
も
の
で
あ

U
、
同
者
が
併
存
し
ろ
る
の
は
、
も
九
ピ
旭
川
政
的
に
の
み
可

能
で
あ
る
。

こ
の
結
に
沿
い
ア
一
前
の
公
的
清
算
と
は
ん
て
の
闘
係
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
私
的
清
算
の
快
陥
を
売
れ
る
の
注
は
、

何
ら
か
の
方
払
に
よ
り
て
、
側
止
の
前
人
相
互
の
前
一
山
政
相
教
を
死
れ
、
ま
た
制
A

の
取
引
の
侃
別
相
殺
を
先
れ
し
む
る
に
あ
る
。

従
づ
て
私
的
清
算
取
引
に
叫
訓
ず
る
ア
ス
キ
制
度
の
特
徴
は
、
主
と
し
て
右
の
一
二
却
に
存
す
る
。
即
ち
第
一
に
、

ア
ス
キ
制
度
に
あ

つ
て
は
外
国
の
輸
出
商
人
と
ド
イ
ツ
の
轍
入
商
人
と
の
間
に
、
潟
替
銀
行
在
介
在
せ
し
め
、
そ
こ
に
外
国
輸
出
前
人
の
手
取
金
を
特

別
勘
定
冒
と
し
て
保
有
す
る
。

と
の
持
制
替
銀
行
の
介
在
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
商
人
相
互
の
直
接
相
殺
に
比
し
著
し
く
信
用
を
高
め
、

佐
貫
性
を
増
す
こ
と
L
-
な
る
か
ら
、
外
岡
商
人
の
取
引
は
増
加
し
う
る
舎
で
あ
る
。
こ
の
制
度
の
附
始
以
来
二
ヶ
年
に
し
て
、
著
し

く
護
展
す
る
に
至
っ
た
理
由
の
一
ワ
は
此
の
射
に
あ
る
。
第
二
に
、
ア
ス
キ
制
a

反
の
他
の
特
徴
は
、
個
K

の
取
引
を
個
別
的
に
相
殺

す
る
代
り
に
、
或
程
度
に
包
括
的
な
相
殺
を
な
し
得
る
賠
に
あ
る
。
帥
ち
外
岡
輸
出
商
人
は
、
個
K

の
取
引
の
相
殺
闘
係
を
顧
慮
す

る
と
と
な
く
、
ド
イ
ツ
へ
の
輪
出
を
績
け
て
そ
の
債
植
を
特
別
勘
定
と
し
て
預
金
し
ゐ
芳
、

そ
の
中
よ
り
輸
入
商
品
の
代
金
を
支
排

ひ
ゆ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
個
人
を
単
位
と
し
て
包
括
的
た
相
殺
が
行
は
れ
る
こ
と
L
た
る
a

と
の
包
括
的
相
殺
の
離
に
沿
い

て
、
ア
ス
キ
制
度
は
私
的
清
算
よ
り
も
遥
か
に
使
刺
友
制
度
と
な
り
、
殊
に
ド
イ
ツ
園
内
の
輸
出
入
商
人
に
と
り
便
利
と
な
っ
た
。

た
ピ
之
を
公
的
清
算
の
制
度
に
比
す
れ
ば
、

こ
の
賦
℃
は
ま
亡
之
に
及
ば
な
い
。

公
的
の
清
算
協
定
に
あ
っ
て
は
‘
す
べ
て
の
輪
山

Otto Ahbe， Die Praxb und Mangel des KompensatioI.lsg出 chaftes，1936， S. 65 
Seeger， a. a. O. S. 1577 
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入
商
人
の
細
川
て
の
計
算
が
、
中
央
銀
行
の
特
別
勘
定
に
沿
い
て
全
く
包
括
的
に
清
算
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ア
ス
キ
制
度
に
あ
っ
て

は
、
個
人
勘
定
は
水
久
に
存
続
し
て
合
同
勘
定
と
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
公
的
清
算
で
は
外
閣
の
輸
出
商
人
は
直
ち
に
輸
出
代
金
を

手
取
り
す
る
こ
と
が
出
来
る
け
れ
ど
も
、

ア
ス
キ
制
度
で
は
之
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、
そ
の
特
別
勘
定
を
も
っ
て
ド
イ
ツ
商
品
を
輪

入
寸
る
か
、
ま
た
は
輸
入
商
人
に
そ
の
債
様
を
賀
却
せ
ね
ば
た
ら
む
J

日
記
等
の
結
に
九
お
い
て
ア
マ
ヘ
キ
制
度
は
恰
か
も
公
的
清
算
と
私

的
清
算
と
の
中
間
的
存
在
で
あ
る
と
一
首
ふ
こ
と
が
出
来
る
包

ニ、
h
p
曲
区
制
度
の
機
能

ア
ス
キ
制
皮
の
経
桝
的
機
能
は
、

ぽロ

.

p

」、

A
ι
y

一

山

十

決
済
機
能
A

佐
川

γ
淵
に
あ
る
。
即
ち
怜
山
山
人
術
品
の
代
金
市
一
決
消
寸
ノ
る
た
め
に
、
明

金
ま
た
は
震
特
の
方
法
に
よ
ら
や
し
て
、
相
殺
の
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
乙
の
黙
に
な
い
で
か
の
公
的
ゐ
よ
ぴ
私
的
の
清
算
取

引
と
同
じ
機
能
を
果
す
も
の
で
あ
ふ
。
た
ピ
ア
ス
キ
制
度
の
決
済
機
詑
は
、
前
逼
の
如
く
私
的
清
算
の
個
別
決
済
に
比
す
れ
ば
著
し

く
包
指
的
決
済
を
注
し
う
る
け
れ
ど
も
、
依
然
と
し
て
個
人
的
決
済
の
範
閏
を
出
で
や
、
震
替
決
済
ま
た
は
公
的
清
算
の
如
き
一
般

的
・
包
括
的
友
決
済
機
能
を
有
し
友
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら
や
、

乙
の
新
制
度
に
よ
る
決
済
機
能
を
必
要
と
し
た
間
以
は
、
一
哀
楽
の

層
肺
替
管
理
の
下
に
沿
け
る
鋳
替
決
済
の
快
陥
、
口
私
的
清
算
に
む
け
る
地
階
、
ヨ
公
的
清
算
の
制
限
性
佐
一
寸
に
よ
る
も
の
で
る
る
。

(ー)

在
来
の
潟
替
管
理
は
ド
イ
ツ
に
沿
い
て
殆
ん
ど
徹
底
的
に
強
化
せ
ら
れ
、
潟
却
特
許
可
制
か
ら
中
央
銀
行
の
潟
替
専
寅
制
に
ま

で
進
ん
で
ゐ
る
。
な
る
ほ
ど
斯
〈
の
如
〈
徹
底
し
た
気
替
管
理
に
よ
れ
ば
、
封
外
支
捌
を
阻
止
し
て
表
商
の
鶏
替
相
場
を
形
式
的
に

維
持
す
る
こ
と
は
可
龍
で
る
ら
う
。
併
し
訟
が
ら
之
に
よ
っ
て
現
寅
の
輸
入
を
阻
止
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
五
口
闘
で
も
輸
入
局

轍
入
統
制
と
し
て
の
で

f
r』
制
変

第
四
十
五
巻
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戦
入
統
制
と
し
て
む
に
戸
u
F
E

制
度

年
山
間
十
五
管

二
f

)

F

ハ

体

宮止

五
ヘ

替
の
許
可
制
を
貫
施
し
?
あ
る
け
れ
ど
も
、
現
賓
の
輸
入
は
却
っ
て
主
す
(
増
大
し
了
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
沿
い
て
は
種
々
の

形
熊
に
訟
け
る
無
偽
料
輸
入
の
行
は
る
当
た
め
に
、
判
刷
替
位
行
現
hz
徹
底
せ
し
む
る
も
、
輸
入
は
必
や
し
も
減
退
し
友
い
。
た
と
ひ
減

退
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
に
却
っ
て
輪
出
を
減
退
せ
し
む
る
こ
と
L
た
っ
て
は
、
関
際
欣
十
止
は
却
っ
て
悪
化
す
る
と
と
さ
へ
起

り
う
る
。
帥
ち
潟
替
作
現
は
そ
の
日
的
h
t
註
す
れ
ば
建
ず
る
ほ
左
、
士
寸
/
¥
貿
易
ヒ
の
思
影
響
在
免
れ
な
い
と
し
」
L
な
る
。
殊
に

ド
イ
ツ
に
沿
い
て
は
ほ
ピ
五
円
同
の
事
情
と
同
じ
〈
、
必
要
な
る
原
料
品
の
陥
入
は
、
之
を
何
庖
ま
で
も
制
限
す
る
こ
と
は
出
来
ゃ
、

"ζ 
首f
1)1.: 
記号

~:;) 

7ζ 

do 
It: 

河
と
し
て
も
輸
出
の
増
縫
に
枠
内
ゃ
ん
ね
ば
な
ら
ぬ
事
情
に
あ
る
。

こ
の
事
約
九
日
ら
生
れ
川
た
も
の
が
叩

ち
公
私
の
清
算
貿
易
で
あ
っ
て
、
輪
山
内
を
も
っ
て
決
済
し
う
る
限
り
で
は
、
品
川
入
を
許
可
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
之
を
決
済
機

能
と
し
て
見
れ
ば
、
震
枠
そ
の
他
の
方
法
に
よ
ら
や
し
て
、
輸
出
を
も
っ
て
輸
入
を
支
抑
ぴ
、
総
入
を
も
っ
て
輸
出
を
受
取
る
方
法

で
あ
り
、
岡
際
問
を
泊
過
す
る
も
の
は
‘
商
品
だ
け
に
限
ら
れ
、
如
何
友
る
形
に
た
け
る
通
貨
ま
た
は
資
金
も
、
商
品
代
金
と
し
て

は
閥
際
聞
を
移
動
し
泣
い
。
子
u
は

r
一
種
の
物
々
交
換
で
あ
る
o
乙
の
交
換
貿
易
を
偶
人
的
か
つ
個
別
的
に
働
行
せ
ん
と
す
る
の
が
、

削
ち
私
的
清
算
取
引
で
る
り
、
之
を
凶
別
的
に
行
は
ん
と
す
る
の
が
、
公
的
清
算
協
定
で
あ
る
。
ア
ス
キ
制
度
は
前
述
の
如
〈
公
的

-m算
協
定
の
成
立
せ
ざ
る
相
ヂ
凶
と
の
川
に
、
私
的
清
算
取
引
の
紋
陥
を
改
苦
し
て
生
れ
た
も
の
で
あ
り
、
輪
山
入
の
相
殺
に
上
つ

て
そ
の
決
済
機
能
を
果
す
貼
に
沿
い
て
は
、
三
者
の
聞
に
共
通
で
あ
る
。

一一
を
決
済
し
う
る
機
能
は
、
こ
h
A

で
も
ほ
Y
十
分
に
行
は
れ
て
は
ゐ
る
が
、
た
ピ
そ
れ
が
個
人
的
か
つ
佃
人
的
決
済
で
あ
る
矯
め
に
、

私
的
清
算
取
引
も
ま
た
そ
の
決
憐
機
能
に
つ
い
て
は
、
何
ら
重
大
な
快
陥
を
有
し
た
わ
け
で
は
友
ぃ
。
脈
問
を
も
っ
て
恰
入

単一a
ろ
決
済
の
原
因
た
る
貿
易
上
の
陣
容
を
免
れ
や
J

、
こ
と
に
輸
入
に
闘
聯
せ
し
め
て
倫
川
を
増
進
せ
し
め
ん
と
す
る
貿
易
上
の
目
的



を
遣
す
る
こ
と
は
悶
難
と
な
っ
て
来
た
。
こ
、
に
ア
ス
キ
刷
皮
の
刊
現
を
必
要
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

決
済
機
能
に
K
M
け
る
ア
ス
キ
制
度
の
特
徴
は
、
普
通
の
鴻
棒
銀
行
を
決
済
機
闘
と
し
て
介
在
せ
し
む
る
恥
に
あ
る
2

私
的
清
算
取

引
は
全
く
銀
行
を
介
住
せ
し
め
や
、
商
人
と
商
人
と
の
庄
按
相
殺
で
あ
る
か
ら
、
相
互
の
信
用
の
明
ら
か
た
ら
ざ
る
場
合
に
は
、
相

殺
契
約
は
成
立
せ
や
、
た
と
ひ
成
立
し
て
も
そ
の
碓
資
性
は
十
分
で
在
い
η

然
る
に
凶
際
的
償
問
の
明
ら
か
な
る
鋳
替
銀
行
が
そ
の

聞
に
介
在
し
て
、
外
凶
輸
出
荷
人
の
債
権
を
確
保
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
決
済
機
能
は
昨
賓
と
な
り
、
従
っ
て
貿
易
上
の
障
害
を
除

去
し
て
、
私
的
清
算
の
快
陥
を
救
，
討
す
る
こ
と
L
な
る
3

(三)

公
的
の
清
算
協
定
は
、
間
単
純
な
る
決
済
機
能
よ
り
見
る
と
き
は
、
ア
ス
キ
制
度
上
り
も
更
に
成
汎
な
包
括
的
性
質
を
有
す
乙
。

日目
九
州戸

に

Lt 
J+i 
-時
JR 
lJ' 
:~j:: 

ヴ「

的ミ
.\I~ 

め

戸
、
¥
で
川
1
1
同
協
だ
同
J

の
川
に
成
立
寸
み
仙
川
-
」
の
貿
易
r
に
の
牧
之

K
統
一
的
に
臼
拐
し

て
相
殺
す
る
か
ら
で
あ
る
。

一
般
K
相
殺
方
法
に
よ
る
決
済
機
能
は
、
私
的
清
算
か
ら
ア
ス
キ
制
度
へ
、
更
に
公
的
清
算
へ
と
進
む

に
従
つ
℃
、
個
人
的
か
つ
個
別
的
桐
殺
か
ら
、
取
な
る
個
人
的
相
殺
に
進
み
、
更
に
凶
別
的
相
殺
に
ま
で
進
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
ア

ス
キ
制
度
の
決
済
機
能
は
公
的
の
清
穿
協
定
ほ
ど
に
は
一
般
的
で
は
た
い
3

併
し
な
が
ら
公
的
清
算
協
定
は
、
た

U
K
前
漣
の
如
く
そ
の
成
立
に
は
一
定
の
僚
件
を
必
要
と
し
、
従
っ
て
清
算
協
定
は
如
何
な

る
相
手
閥
と
の
刊
に
も
成
立
し
ろ
る
も
の
で
は
な
く
、

と
ι

誌
に
一
定
の
制
限
性
を
認
め
ね
ば
左
ら
ね
の
み
な
ら
や
、
他
方
に
お
い
て

ま
た
、
清
算
協
定
の
依
陥
は
貿
易
上
の
制
限
性
に
る
る
。

さ
き
に
も
詳
論
せ
る
如
く
、
清
算
協
定
が
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
て
設
展
す

る
に
至
っ
た
現
貨
の
根
擦
は
、
矯
替
管
理
凶
に
む
け
る
封
鎖
貨
幣
制
の
た
め
に
、
外
岡
か
ら
の
倫
同
資
金
を
凍
結
せ
し
む
る
と
と
h

な
り
、
従
っ
て
貿
易
は
次
第
に
梗
塞
欣
態
と
な
り
、
殊
に
ド

f
ツ
の
倫
入
は
困
難
を
加
ふ
る
こ
と
L
た
っ
た
。
そ
こ
で
ド
イ
ツ
側
に

輸
入
統
制
'
と
し
て
の
『
〉
井
巴
制
度
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四
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五
巻
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報
入
統
制
と
L
て
白
『
〉

mr-』
制
度

第
四
十
五
経

O 
A 

告存

続

六
O 

あ
っ
て
は
、
震
装
市
援
を
座
迫
ず
る
こ
と
左
〈
、
且
つ
封
鎖
貨
幣
と
な
す
と
と
た
く
し
て
、
必
要
な
る
輸
入
を
績
け
ね
ば
左
ら
ね
こ

と
a
A

な
り
、
そ
の
潟
め
に
生
れ
出
た
も
の
が
印
ち
清
算
協
定
で
る
っ
た
。
一
一
a

一口は
U
榎
塞
献
態
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
の
輸
入
を
打
開
す
る

も
の
で
る
っ
た
。
従
っ
て
清
算
協
定
は
必
や
し
も
積
極
的
な
貿
易
均
衡
を
目
的
と
す
る
も
の
で
も
友
く
、
ま
た
一
定
の
輸
出
を
も
っ

て
、
約
か
も
そ
れ
丈
け
の
輸
入
を
決
消
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
匂
も
な
い
。
的
ゃ
ん
一
貿
易
入
超
の
傾
向
在
そ
の
宏
、
に
協
定
に
よ
っ
て

認
め
ん
と
す
る
揚
合
が
多
い
。
印
ち
清
算
協
定
は
そ
の
決
済
機
能
に
沿
い
て
は
兎
も
角
、

そ
の
貿
易

k
の
機
能
に
た
い
て
可
・
な
り
に

、j
-
2
1
、
3

・

刊
日
初
出
て
謹
む

ζ

i

A

に
そ
の
制
限
性
を
認
め
さ
る
を
伺
な
い
c

第
二
に
、
ア
ス
キ
制
度
の
経
済
的
機
能
は
、
併
し
な
が
ら
以
上
の
如
き
決
済
上
の
機
能
よ
り
も
、
寧
ろ
貿
易
上
の
機
能
を
よ
り
特

徴
的
た
る
も
の
と
す
る
。
そ
れ
は
湛
ぺ
来
れ
る
如
く
、
四
川
替
管
理
で
も
私
的
清
算
で
も
公
的
清
算
で
も
、

そ
の
昧
陥
は
決
済
機
能
に

あ
る
と
一
一
一
日
ふ
よ
り
は
、
寧
ろ
何
れ
の
揚
合
に
も
貿
易
上
の
飲
陥
に
あ
り
、
ま
た
此
の
快
陥
の
故
に
こ
そ
ア
ス
キ
制
度
の
出
現
を
必
要

と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
然
ら
ば
ア
ス
キ
制
度
の
貿
易
上
の
機
能
は
、
如
何
た
る
貼
に
そ
の
特
徴
を
認
め
う
る
か
。

( --) 

之
を
山
口
同
該
間
四
よ
り
見
れ
ば
、
輸
入
商
品
の
代
金
支
排
乞
園
内
銀
行
に
留
保
し
た
き
、
之
を
輸
出
商
品
の
代
金
と
し
て
受
取
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
銀
行
の
介
在
せ
る
だ
け
、
ま
た
包
括
的
留
保
の
可
能
む
だ
け
、
直
接
に
は
職
入
貿
易
を
容
易
去
ら
し
め
る
。
そ

の
結
果
は
間
接
に
輪
出
貿
易
を
も
促
進
す
る
こ
と

F
怠
る
。
殊
に
後
に
述
ぶ
る
が
如
〈
、
ア
ス
キ
勘
定
の
所
有
者
た
る
外
図
の
輸
出

商
人
が
、
ド
イ
ツ
に
所
有
す
る
そ
の
ア
ス
キ
を
外
岡
の
轍
入
商
人
に
要
却
す
る
揚
合
に
、

ア
ス
キ
の
減
債
ま
た
は
割
引
吉
宮
町
立

を
な
す
揚
合
に
は
、
ド
イ
ツ
の
総
入
商
品
は
そ
れ
だ
け
高
〈
た
り
、
輪
出
商
品
は
そ
れ
だ
け
安
く
た
る
か
ら
、
そ
と
か
ら
貿
易
改
者

上
の
妓
果
を
期
待
す
る
と
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
個
々
の
取
引
毎
に
輪
出
入
を
相
殺
す
る
従
来
の
私
的
清
算
に
お
い
て
は
期
待
さ
れ



な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
殊
に
従
来
の
個
別
的
清
算
に
会
け
る
以
引

K
の
拘
束
ま
た
は
、
窮
屈
は
新
制
度
に
よ
っ
て
著
し
く
緩
和
さ
‘
ル

る
こ
と
ミ
な
っ
た
か
ら
、
貿
易
増
大
の
殻
呆
に
は
頴
著
怠
る
も
の
が
，
あ
る
。
例
へ
ぽ
ア
ス
キ
制
度
の
賓
施
さ
れ
た
一
九
三
五
年
の
ド

イ
ツ
南
米
貿
易
は
、
そ
の
前
年
に
比
し
輸
出
に
な
い
で
四

O
%
以
上
、
品
開
入
に
沿
い
て
三

O
%
以
上
を
増
加
し
た
と
言
は
れ
る
。

(二二)

之
を
相
手
図
た
る
外
国
土
り
見
れ
ば
、
清
算
協
定
に
治
け
る
が
畑
〈
直
ち
に
輸
出
代
金
を
子
取
り
す
る
こ
と
は
出
来
友
い
が
、

併
し
不
確
賓
在
る
外
岡
商
人
と
の
個
人
的
相
殺
に
比
す
れ
ば
、
著
し
〈
機
資
性
を
増
す
こ
と
L
友
る
か
ら
、

ド
イ
ツ
へ
の
商
品
伶
川

乙
と
に
原
料
供
給
は
容
易
と
な
り
、

こ
と
に
そ
の
輪
出
代
金
を
個
別
的
に
総
入
代
金
と
相
殺
す
る
煩
喰
か
ら
売
れ
る
か
ら
、
著
し
く

貿
易
増
ん
を
来
た
す
こ
と
、
な
る
。
即
ち
直
接
に
は
相
千
同
の
輸
出
増
加
と
た
り
、
そ
の
間
接
の
結
果
と
し
て
輸
入
増
加
を
呼
ぴ
.

古
コ
同
主
拘
市
-
D
布
佐
賀
見
亡
児
土
1
七
る
羽
く
、
ふ
W
H入
門
リ
井
企
内
骨
川
を
唱
団
市
「
る
こ
と
L
ま
る
。

I
l
l
-
-
{
l
-
;
:
l
i
-
-
m
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1
:
l
u
A
l
i
-
j
t
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ア
ス
や
幼
主
乃
一
同
引
D
一ゴ工

J
J
t
;
l
t
d
l
L
 

る
L
揚
合
に
は
、
外
闘
の
輸
出
商
人
は
そ
れ
丈
け
千
取
金
を
減
や
る
わ
け
で
あ
る
が
、
併
し
貨
際
に
は
そ
の
割
引
だ
け
輪
出
商
品
の

債
格
を
引
ト
し
げ
て
寅
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
必
や
し
も
そ
の
倫
町
商
人
の
損
失
と
は
な
ら
な
い
の
ト

要
す
る
に
ア
ス
キ
制
度
は
.

従
来
の
清
算
取
引
の
更
に
『
洗
練
さ
れ
た
る
方
法
』

Z
「

F
5
2
Z

-r門
司
戸

F
q
L司
)

多
く
の
論
者
の
認
む
る
如
く
、

で
あ
り
、
ま
た
『
緩
利
さ
れ
た
る
』

(
2
-
2
n
Z
2司
)
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
洗
練
ま
た
は
緩
和
は
匂
主
と
し
て
7
ス
キ
制

度
の
貿
易
上
の
機
能
に
存
ず
る
。
而
し
て
貿
易
上
の
機
能
に
も
遁
ぺ
来
れ
る
畑
く
種
々
の
方
面
を
行
ず
る
け
れ
P
」
も
、
い
ほ
接
に
は
峨

出
よ
り
も
寧
ろ
輸
入
に
閥
係
し
、
日
収
一
初
に
渇
ペ
た
る
如
く
原
料
確
保
政
策
を
中
心
と
す
る
『
新
計
蓬
』
よ
り
出
援
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
総
入
統
制
の
機
能
を
璽
日
間
せ
ね
ば
友
ら
ね
。
後
に
述
ぷ
る
が
如
く
、
輸
入
商
品
の
種
類
に
従
っ
て
一
定
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、

之
に
よ
っ
て
輸
入
を
統
制
す
る
こ
と
h

友
る
守
た
ピ
と
の
品
川
入
統
制
は
五
ロ
固
に
行
は
る
L

撒
入
潟
替
の
許
可
制
の
如
き
と
は
異
り
、

韓
入
統
制
と
し
て
の
『
〉

m
r
E
制
度
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聡
入
統
制
と
し
て
の
『
〉
ur巴
制
度

リ
Jイ

一

ど

一

ト

ト

D 

ヂプ

え

コニ

R門

冠由
一 ---~~y

ι 

⑮ 
第
四
十
五
巻

停

披

C 

ノ、

輪
入
統
制
と
同
時
に
溺
替
に
よ
ら
ざ
る
決
済
方
訟
を
行
ひ
、
ま
た

同
時
に
輸
入
を
輸
川
と
関
聯
せ
し
め
た
る
黙
に
、
そ
の
特
徴
を
有

す
る
も
の
と
一
一
日
へ
る
。

い
ま
ド
イ
ツ
・
ヱ
ヂ
プ
ト
間
の
ア
ス
キ
取

引
を
例
示
せ
ば
上
聞
の
如
〈
訟

5
1

マ
ア
ス
キ
削
肢
の
時
間
四

ア
ス
キ
制
度
が
一
般
的
に
寅
施
さ
れ
た
の
は
.

一
九
=
一
五
年

月
一
日
か
ら
で
る
る
が
、
併
し
部
分
的
に
は
既
に
平
く
一
九
一
一
一
一
一

年
か
ら
行
は
れ
て
ゐ
た
。
ー
た
Y
首
時
の
ア
ス
キ
は
箆
林
管
理
局
に

Jロ

よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
も
の
で
、
特
定
の
僚
件
の
下
に
、
ド
イ
ツ
と

料

相
手
国
と
の
聞
の
商
品
交
換
に
閲
し
て
許
さ
れ
た
若
干
の
勘
定
に

4長
限
ら
れ
た
も
の
で
る
っ
た
が
、

一
九
=
一
四
年
の
『
新
計
喜
一
』
の
下
に

之
を
擁
張
し
て
吏
に
一
般
的
包
括
的
の
新
制
度
と
注
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
後
最
近
ま
で
二
ヶ
年
以
上
の
聞
に
、
貧
際
の
経
験
に

基
(ー)づ
u、
」

手重
k 

の
抗i!f
IE 
を
力日
'¥  

ら
れ
? 

ゐ
る

一
九
三
五
年
五
月
二
十
二
日
の
布
告
を
も
っ
て
、
部
は
ゆ

品eeger，u. a. O. S. 1581. 
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る
『
禁
止
リ
ス
ト
』
(
宗
門
r
o
z一
一
切
言
)
を
出
す
こ
と
L
左
っ
た
。
之
は
ア
ス
キ
の
税
刑
を
防
止
す
る
た
め
に
採
ら
れ
た
最
初
の
底
置
で
あ

っ
て
、
同
時
に
「
新
計
謹
』
の
遂
行
を
幼
長
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
印
ち
ア
ス
キ
の
支
抽
併
を
受
け
て
輸
出
し
ろ
る
商
品
の
範
園
を

限
定
し
、
最
初
に
先
づ
原
料
治
よ
ぴ
原
料
類
似
口
聞
に
閲
す
る
リ
ス
ト
を
作
っ
て
、
是
晶
一
寸
の
商
品
に
限
り
ア
ス
キ
の
支
挑
に
よ
る
輪
出

を
禁
止
し
た
。
印
ち
リ
ス
ト
記
載
の

F
イ
ツ
輪
出
品
に
封
し
て
は
、

プ
ス
キ
か
ら
の
代
金
支
同
そ

un
パニ
a

る
こ
と
に
よ
っ
つ
、

で
は
ア
ス
キ
擁
護
の
目
的
を
達
し
、
他
方
で
は
原
料
確
保
の
目
的
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
禁
止
リ
ス
ト
は
同
年
七
月
十
一
一
川

の
布
告
に
よ
っ
て
、
第
一
向
の
抗
張
官
見
た
が
、
次
い
で
同
午
十
一
月
一
日
の
布
背
に
よ
っ
て
、
一
日
刊
別
祭
1
一
リ
ス
ト
」

(mSEc-2『
l

吾
α2 

'" (1) 

が
護
令
さ
れ
た
。
之
は
中
市
米
諸
問
・
い
え
泌
・
湖
洲
閣
を
除
く
欧
洲
以
外
の
諸
凶
と
の
ア
ス
キ
取
引
に
つ
習
、
川
山
利
口
川
沿

よ
ぴ
原
叫
リ
州
制
似
リ
川
の
外
に
、

児
に
い
総
併
、
ー
州
に
沿
い
v

日
山
判
の
占
め
よ
山
川
川
ん
引
の
大
沼
る
前
川
川
お
ト
ム
ぴ
淵
占
矧
似
mu
商
品
が
加
へ
わ
れ

是
(三)等
の
事露
出

'" ロ日
I'L 

到
す
る
ア
ニベ

キ
支
m 
泊f
担、

さ
1，'L 
た

一
九
三
五
年
六
月
十
二
日
の
布
告
に
よ
る
修
医
は
、
主
と
し
て
中
市
米
の
諸
国
に
闘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
c

市
米
の
う
ち
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
チ
リ
・
ウ
ル
グ
ア
イ
と
の
貿
易
は
、
清
算
協
定
類
似
の
方
法
で
決
済
さ
れ
て
ゐ
た
か
ら
、
私
的
清
算
会
土
ぴ

ア
ス
キ
取
引
は
許
さ
れ
左
か
っ
た
。
そ
の
他
の
諸
闘
に
劃
し
て
は
、
た
日
『
銀
行
ア
ス
キ
』
の
み
許
さ
れ
、
且
つ
そ
れ
色
他
の
静
岡
に

謝
す
る
と
は
異
り
、
月
別
最
高
額
沿
よ
ぴ
半
ケ
年
有
掛
川
性
を
も
っ
た
割
常
震
特
詮
明
書
は
興
へ
ら
れ
た
か
っ
た
時
従
っ
て

F
イ
ツ
の

輸
入
業
者
は
、
個
々
の
支
捌
に
つ
い
で
監
督
ι

訂
版
の
特
別
の
鴻
替
許
可
を
必
要
と
し
た
。
反
封
に
ド
イ
ツ
の
輸
出
業
者
は
、
比
較
的

自
由
に
ア
ス
キ
か
ら
の
文
掛
を
交
け
た
。
印
ち
輸
出
代
金
の
み
な
ら
十
、
そ
の
附
格
安
用
ま
で
一

C
C
%
の
支
挑
を
許
さ
れ
、
更
に

八
月
十
九
日
の
布
告
に
よ
っ
て
、

ア
ス
キ
勘
定
を
保
有
す
る
矯
棒
銀
行
に
封
し
て
関
税
納
付
済
の
読
明
さ
へ
す
れ
ば
『
銀
行
ア
ス
キ
』

職
人
統
制
と
し
で
ハ
リ
ヲ
プ
三
一
制
変

一
栴
山
十
五
山
世

合f)

披

-'.-
/、

えi

1578 
'579 
157R 

Seeger， u. u. o. s目
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議
入
統
制
と
し
て
白
『
〉
叩
r巴
制
度

知
四
十
宝
巻

ー一

告書

披

大
四

か
ら
の
排
出
は
全
く
自
由
と
な
っ
た
。
是
等
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
の
中
南
米
貿
易
は
、

ア
ス
干
制
度
の
賓
施
一
ヶ
年
に
し
て
、

わj
t主

い
し
四
割
の
貿
易
増
大
を
結
果
し
た
と
と
は
前
述
せ
る
所
で
あ
る
。

一一一

一
九
三
五
年
九
月
二
十
日
の
布
告
に
よ
っ
て
、
附
帯
費
用

(ZorsrzE)
に
針
す
る
ア
ス
キ
支
排
の
端
緒
が
聞
か
れ
た
。

即
ち
清
算
協
定
の
成
立
し
な
い
諸
外
図
へ
の
検
出
を
ア
ス
キ
勘
定
か
ら
支
悌
は
れ
て
ゐ
た
ド
イ
ツ
輸
出
業
者
が
、
そ
の
相
手
間
に
あ

る
代
理
商
に
千
数
料
を
い
i
排
は
ん
が
た
め
に
、

ヲ
イ
巳
ス
ω

パ
ン
ク

κ向
っ
て
賓
鋳
誌
を
要
求
し
一

こ
れ
が
鋳
格
パ
ラ
シ
ス
を
摩
也

す
る
と
と
‘
f
た
っ
た
c

之
を
緩
和
す
る
た
め
に
は
、

ア
ス
キ
か
ら
の
支
排
を
許
さ
ね
ば
な
ら
む
。
印
ち
九
月
二
十
日
の
布
告
に
上
つ

て
輪
出
手
取
金
の
ア
ス
キ
支
携
を
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
総
て
の
揚
合
に
、
右
の
如
き
手
数
料
は
ア
ス
キ
よ
り
支
掛
ひ
、
ま
た
ア
ス
キ
に

。
そ
の
他
と
れ
に
類
似
す
る
運
賃
そ
の
他
の
附
帯
費
用
も
、
部
分
的
に
か
全
部
的
に
か
、

ア
ス
キ
勘
定
に

帥
帥
込
ま
れ
る
こ
と
h

為
し
た

包
含
せ
ら
れ
る
端
緒
を
こ
L

に
閥
〈
こ
と
込
な
っ
た
。
例
へ
ば
同
年
十
二
月
十
三
日
の
術
告
に
よ
っ
て
、

F
イ
ツ
姑
舶
業
者
に
針
し

て
結
主
協
舎
の
同
意
を
得
て
ア
ス
キ
か
ら
運
賃
を
捌
出
し
う
る
こ
と
込
宏
っ
た
。

四

過
去
二
ヶ
年
闘
に
必
け
る
ア
ス
キ
の
溌
展
に
と
っ
て
、

一
時
期
を
劃
す
る
程
に
重
要
取
修
正
は
、
恰
か
も
一
年
後
の
一
九

三
五
年
十
二
月
二
十
七
日
の
布
告
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、

ア
ス
キ
の
減
債
ま
た
は
割
引
よ
り
生
守
る
輸
入
日
間
際
賞
の
防
止
策
で
あ

る
。
ア
ス
キ
の
寅
施
以
前
に
沿
け
る
私
的
清
算
の
揚
ム
ロ
に
は
、
輸
入
債
繍
は
そ
れ
だ
け
の
輪
出
椿
を
釘
す
る
か
ら
、

乙
の
輪
出
躍
の

畠
民
同
具
に
首
っ
て
割
増
金
(
司
ZEo--)
を
生
じ
‘
す
で
に
一
九
三
間
年
九
月
二
十
八
日
の
布
告
を
も
っ
て
之
左
禁
止
し
て
ゐ
た
。
然
る

に
ア
ス
キ
制
度
の
褒
反
す
る
と
共
に
、
反
封
に
相
手
固
に
長
け
る
ア
ス
キ
寅
買
に
営
り
割
引
(
}
)
一
宮
伺
己
)

の
現
象
を
生
中
る
こ
と
ふ

恋
っ
た
。
卸
ち
外
国
の
輪
出
業
者
は
ド
イ
ツ
園
内
に
保
有
す
る
ア
ス
キ
勘
定
を
、
閉
じ
図
の
輸
入
業
者
に
し
て
ド
イ
ツ
商
品
を
輸
入

Seeger， 3. a. O. S. 1579 6) 



ぜ
ん
と
す
る
者
に
針
し
て
寅
却
ぜ
ん
と
す
る
場
合
に
、

一
定
の
減
債
ま
た
は
割
引
を
甘
受
す
る
こ
と
L
な
る
。
之
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ

上
り
の
輸
入
は
有
利
と
な
り
、
従
っ
て
ド
イ
ツ
の
輸
出
振
興
を
粛
ら
す
と
い
ふ
放
田
市
の
存
す
る
所
か
ら
、

ア
ス
キ
資
施
以
来
、
営
局

か
h

る
現
象
は
何
ら
ド
イ
ツ
経
済
の
利
益
を
害
す
る
も
の
で
泣
い
と
言
ひ
、
之
を
そ
の
ま
L
に
放
任
し
で

一
ヶ
年
を
経
過
し
た
わ
け
で
あ
る
。

は
屡
-H

聾
明
を
出
し
て
、

然
る
に
盟
国
高
円
。
の
現
象
は
、
他
方
に
た
い
て
ド
イ
ツ
総
入
口
聞
の
償
格
を
高
め
る
と
い
ふ
弊
害
を
作
っ
て
来
た
。
何
と
友
れ
ば
外

閣
の
輸
出
業
者
は
、
ア
ス
キ
の
減
僚
に
よ
る
輸
出
手
取
会
の
減
少
だ
け
損
失
を
甘
受
す
る
も
の
?
は
な
く
、
必
や
や
ド
イ
ツ
へ
の
輪

山
山
口
聞
を
高
め
る
と
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
損
失
を
持
線
一
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、

そ
れ
だ
け
ド
イ
ツ
輸
入
品
の
儒
格
騰
貨
を
来
た
す
と
と

J
h
小
白
川
伊

J
③

J
J
z
-
イ

回
、

-
T日
出
荷

E
z
-
-
L
d

・-

7

P
ゴ
主
的
て
タ
虫
，
K
Z
P
A
亡

と
の
体
容
は
没
に
馴
戚
F
べ
か
ら
ぎ
る
陪
皮
に
濯
し
た
れ
ら
、
山
川
記
の
一
九
一
三
五
年
米

の
布
告
に
よ
っ
て
、
品
川
入
品
の
巌
密
な
貿
格
検
査
を
貧
施
し
、
過
度
の
債
格
に
よ
る
轍
入
は
詐
さ
れ
ざ
る
こ
と
h

当
た
っ
た
。
印
私
J

ア

ス
キ
は
こ
与
で
一
大
輔
換
を
試
み
た
わ
け
で
あ
る
。

ア
ス
キ
に
よ
る
倫
出
の
不
可
能
友
商
品
は
、
前
港
の
一
般
禁
止
リ
ス
ト
訟
よ
ぴ
特
別
禁
止
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
て
ゐ
た
が

右
の
布
告
に
よ
っ
で
更
に
之
を
強
化
し
、
償
額
に
た
け
る
外
関
原
料
品
の
占
む
る
割
合
が
三

O
%を
超
ゆ
る
輸
出
品
は
、
ア
ス
キ
か

ら
の
支
燐
を
禁
止
し
た
。
従
っ
て
此
の
穫
の
精
出
口
聞
は
、
費
潟
替
を
取
組
ん
で
之
を
-7

イ
ヒ
ス
・
パ
ン
ク
に
交
付
せ
ね
ば
な
ら
ね
。

一
針
三
の
清
算
比
率
が
規
定
さ
れ
た
。
印
ち
ア
ス
キ
か
ら
は
た
ピ
輪
出

同
時
に
清
算
協
定
の
・
な
い
欧
洲
以
外
の
諸
国
に
針
し
で
は
、

償
額
の
三
分
の
一
だ
け
の
支
梯
を
受
け
る
に
過
ぎ
や
、
残
額
の
三
分
の
二
は
矯
替
を
取
組
金
ね
ば
友
ら
ぬ
。
こ
れ
は
ア
ス
キ
勘
定
の

擁
護
と
共
に
、
策
特
供
給
の
増
加
を
計
ら
ん
が
矯
め
?
あ
る
。

輸
入
統
制
と
し
て
白
『

rrM』
制
度

第
四
十
五
巻

事再

説

六
五

Seeger， a. a. O. S. 1579・
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輪
入
統
制
、
と
し
て
の
『
〉
m
E』
制
度

第
四
十
五
巻

第

披

六
六

四

同
時
に
ま
た
生
活
必
需
品
の
原
料
輸
入
口
聞
に
闘
す
る
リ
ス
ト
が
規
定
さ
れ
た
。

乙
の
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
輸
入
口
聞
に
つ
い
て
は

一
封
一
の
比
率
を
も
っ
て
、
印
ち
一

O
O
%ま
で
ア
ス
キ
に
よ
る
決
済
が
可
能
と
さ
れ
た
。

と
の
生
活
必
需
的
の
原
料
輸
入
口
聞
の

p

ス
ト
た
よ
ぴ
前
述
の
検
出
品
禁
止
リ
ス
ト
は
、
そ
の
後
に
沿
い
て
も
屡
K
補
充
せ
ら
れ
、
強
化
さ
れ
て
ゐ
る
。
之
に
関
す
る
英
の
後

るの
。.¥拍J
告-
L土

一
九
三
六
年
一
月
九
日
・
五
月
十
四
日
・
五
月
二
十
九
日
・
七
月
二
十
二
日
・
七
月
二
十
三
日
・
九
月
三
日
の
諸
布
昔
で
あ

か
〈
の
如
く
し
て
ア
ス
キ
寅
施
以
来
の
ニ
ク
年
聞
に
、
種
々
の
修
正
を
加
へ
殻
展
を
示
し
つ
L

あ
る
が
、
そ
の
方
聞
は
大
憶
に
お

い
て
、
ア
ス
キ
勘
定
の
擁
護
と
鋳
替
供
給
の
増
加
と
原
料
確
保
の
三
黙
に
あ
っ
た
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

最
後
に
、

ア
ス
キ
の
愛
展
を
世
界
の
各
相
手
閣
別
に
概
観
す
る
。
大
剛
躍
に
お
い
て
ド
イ
ツ
に
劃
し
て
原
料
品
を
供
給
し
、
ド
イ
ツ

ア
ス
キ
の
可
能
性
は
最
も
大
で
あ
る
0
1

の
完
成
品
を
需
要
す
る
諸
固
に
針
し
て
、

中
南
米
諸
国
に
封
し
で
は
一
般
に
可
能
性
は
大
で
る
っ
て
、
『
銀
行
ア
ス
キ
』
が
優
勢
で
あ
る
。
た
ピ
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ブ
ラ
ジ
ル
・

チ
リ
・
ウ
ル
グ
ア
イ
に
針
し
て
は
.
清
算
協
定
に
類
似
の
特
別
勘
定
が
行
は
れ
て
ゐ
る
か
ら
、

キ
ュ
ー
バ
と
共
に
7

ス
キ
か
ら
は
除
外

さ
れ
て
ゐ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
謝
し
て
は
、
最
初
は
「
銀
行
ア
ス
キ
』
に
よ
っ
て
商
品
貿
易
を
庭
理
し
つ
L

あ
っ
た
が
、

一
九
三
六
年
八
月
以

来
乙
れ
を
廃
止
し
た
。
そ
れ
は
省
時
ア
メ
リ
カ
合
家
聞
に
沿
い
て
、
ド
イ
ツ
の
輸
出
口
聞
に
針
す
忍
特
別
調
整
闘
税
を
設
置
し
た
か
ら

で
あ
る
。

カ
ナ
ダ
に
封
し
て
は
、

ア
ス
キ
は
今
日
ま
で
未
行
重
要
友
役
割
を
某
し
て
ゐ
た
い
。

極
東
方
面
で
は
、

日
本
た
よ
び
満
洲
国
を
除
い
て
、

一
般
に
『
商
祉
ア
ス
キ
』
が
優
勢
で
あ
る
。
た
Y

支
那
に
劃
し
て
は
「
銀
行
ア

Seegec， a. a. O. S. 1580. 
Seeger， a.' a. O. S. 1582-1583 
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ス
キ
』
も
ま
た
行
は
れ
て
ゐ
る
。

エ
ユ

l
ジ

1
ラ
ン
ド
に
就
い
て
は
、
特
殊
の
『
羊
毛
ア
ス
キ
」
が
商
枇
ア
ス
キ

才

1
1
ト
ラ
リ
ヤ
・

と
し
て
行
は
れ
て
ゐ
る
。

近
東
方
面
に
は
ア
ス
キ
の
可
能
性
は
ま
だ
現
は
れ
て
ゐ
な
い
。
た
ピ
ベ
ル
シ
ヤ
に
叫
剥
し
て
は
、
清
算
協
定
と
併
行
し
て
、
『
銀
行
ア

ス
キ
』
赴
よ
ぴ
『
商
枇
ア
ス
キ
』
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。

ア
フ
リ
カ
諸
聞
に
劃
し
て
は

一
般
に
『
商
社
ア
ス
キ
』
が
行
は
れ
、
貿
易
の
大
部
分
は
之
に
よ
っ
て
庭
理
さ
れ
て
ゐ
る
。
た
Y

エ

ヂ
プ
ト
に
針
し
は
『
銀
行
ア
ス
キ
』
も
併
存
す
る
。
南
ア
7

リ
カ
沿
よ
ぴ
南
西
ア
プ
リ
カ
に
就
い
て
は
、
羊
毛
協
定
の
存
す
る
た
め
陀

ア
ス
キ
は
行
は
れ
て
ゐ
友
い
。

欧
州
諸
国
K
叫
し
で
は
、

-
h
《

E

P

、
齢
、
H
H
，
戸
、
寸
コ
千
口
三
-Q'
二
3
』・、
J
E
-
R
U
o
m
m
h

、。

一
一
路
灯
づ

Y
4
凶
一
品
4
J
ブ
出
H
Z
4

調
査
乎
A
q
p
e
U
剖

2
7
c
u

t
L
t
A
1
ノ

f
h
a
-
-
3
q日
-
一
〉
町
村
こ
、

司
t
k
v
m
A
J刻
市

吋

d
E
F
J
L
U
H
H
F

清
算

協
定
ゐ
よ
び
支
抑
協
定
が
行
は
れ
て
、

ア
ス
キ
の
成
立
し
う
る
徐
地
は
甚
だ
少
い
か
ら
で
る
。
そ
の
成
立
せ
る
揚
合
に
も
、
そ
れ
は

総
て
『
商
枇
ア
ス
キ
」
で
あ
り
、
且
つ
円
一
生
守
に
針
す
る
鳩
山
代
金
の
ア
ス
キ
か
ら
の
支
扮
に
つ
き
‘

一
定
の
百
分
率
が
規
定
さ
れ
て
ゐ

る
。
例
へ
ば
ベ
ル
ギ
ー
に
針
し
で
は
七
五
%
ま
で
、

オ
ラ
ン
ダ
・
ス
イ
ス
に
針
し
て
は
五
O
%
ま
で
、

ア
ス
キ
か
ら
の
支
械
を
許
さ

れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
清
算
協
定
凶
に
沿
い
て
7

ス
キ
を
開
設
す
る
揚
合
に
は
、
そ
の
外
印
刷
官
服
り
許
耐
を
必
妥
と
す
る
こ
と
L
た
つ

ア
1
ベ
氏
の
著
蓄
に
詳
細
な
る
一
時J
表
を
掲
げ
て
ゐ
る
。

て
ゐ
る
。
是
等
世
界
諸
岡
と
の
闘
係
に
就
い
て
は
、

四

ア
ス
キ
制
度
の
積
顛

ア
ス
キ
制
度
は
一
九
三
五
年
一
月
の
賓
施
常
時
か
ら
、
す
で
に
二
つ
の
種
別
ど
認
め
て
ゐ
る
。
『
銀
行
ア
ス
キ
』
(
∞

E
r
g
-〉
臼

F
)

緯
入
統
制
と
L
て
の
『
〉
岳
山
』
制
度

第
四
十
五
巻

傍

観

7z 
七

五
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織
入
品
刊
制
と
し
て
の
『
〉
m
r
M
』
制
度

第
四
十
五
巻

ー
ム，、

第

掠

~ 
A 

h
M

よ
ぴ
「
商
枇
ア
ス
キ
』
(
司
一

E
己
EKZE)
と
れ
で
あ
る
。
そ
の
後
に
至
っ
て
更
に
べ
通
過
ア
ス
キ
』
(
叶

E
M
E
F問
主
)
が
追
加
さ
れ
る

と
と
L

な
っ
た
。

っ
て
、
彼
れ
は
ド
イ
ツ
に
判
別
し
て
必
円
安
な
る
原
料
品
を
脱
出
し
、
そ
の
手
取
気
を
ア
ス
キ
・
マ
ル
ク
と
し
て
ド
イ
ヴ
矯
材
銀
行
の
特

『
商
肌
ア
ス
キ
』

(
3
E
Z
a〉
ω
-
h
H
)

は
ド
イ
ツ
に
原
料
品
を
供
給
す
る
外
図
輸
出
業
者
の
巾
出
に
よ
っ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
あ

別
川
附
定
と
し
て
保
有
し
沿
昔
、
之
を
も
っ
て
戸
イ
ツ
商
品
を
肱
入
し
て
自
問
聞
に
輸
入
す
る
こ
と
L
な
る
。
而
か
も
彼
れ
が
ド
イ
ツ
悶

門
に

E
倒
的
ナ
ス
キ
・
マ
ル
ク
を
向
怖
心
行
寸
る
こ
と
は
似
め
て
不
別
待
で
あ
る
か
ら
h

た
る
べ
く
之
を
ゆ
/
州
似
た
ら
し
め
ん
止
し
、
従
っ
て

な
る
べ
く
半
〈
ド
イ
ツ
商
品
を
購
入
し
て
之
を
自
闘
に
資
ら
さ
ん
と
し
、

と
L

か
ら
ド
イ
ツ
の
輸
出
を
助
長
す
る
と
と
L

在
る
。

の
黙
に
沿
い
て
は
従
来
の
私
的
刺
殺
と
類
似
す
る
が
、
た
ピ
ド
イ
ツ
偽
梓
銀
行
に
そ
の
特
別
勘
定
を
保
布
す
る
も
の
で
ち
る
凶

F
イ
ツ
の
轍
入
業
者
は
、
た
Y
営
該
ア
ス
キ
所
布
者
か
ら
供
給
さ
れ
た
職
入
商
品
に
つ
い
て
の
み
、
『
商
一
位
ア
ス
キ
」
陀
燐
込
む
と

と
が
出
来
る
。
個
A

の
勘
定
は
商
品
の
種
類
に
従
っ
て
分
割
せ
ら
れ
、
各
商
品
に
封
し
て
は
、
月
々
の
段
高
対
蛍
額
が
定
め
ら
れ
、

議
め
半
ケ
年
分
の
輸
入
の
許
可
が
輿
へ
ら
れ
た
。

乙
の
許
可
詮
に
基
づ
い
て
ア
ス
キ
勘
定
保
有
の
矯
替
銀
行
か
ら
個
々
の
輸
入
に
釘

ず
る
可
承
認
書
」

3
2【
r
k
g同
)

が
護
行
せ
ら
れ
、
輸
入
業
者
は
輸
入
許
可
設
の
代
り
に
、
此
の
承
認
審
を
枕
闘
に
呈
示
し
て
輸
入

す
る
と
と
が
出
来
た
。

商
社
ア
ス
キ
の
排
出
に
つ
い
℃
は
、

ド
イ
ツ
か
ら
の
輪
出
商
品
の
支
沸
を
主
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
園
内
附
帯
費
用

の
支
梯
お
よ
び
運
賃
の
支
梯
に
も
油
用
す
る
と
と
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
船
舶
運
賃
の
支
械
に
つ
い
て
は
、
そ
の
三
五
%
ま
で
ア
ス

キ
か
ら
の
支
出
を
許
可
せ
ら
れ
、
姥
り
の
六
五
%
は
鵠
梓
ま
た
は
ラ
イ
ヒ
ス
・
マ
ル
ク
の
支
排
に
よ
ら
ね
ば
た
ら
む
。

7

ス
キ
支
捌 乙

Ahbe， a. a. O. S. 66. 
Seeger， a a. O. S. 1577 2) 



の
輪
出
商
品
に
閲
す
る
様
本
的
左
前
提
は
、
そ
の
商
品
が
ド
イ
ツ
に
沿
い
て
製
造
せ
ら
れ
、
若
し
く
は
ド
イ
ツ

K
沿
い
て
最
後
の
仕

上
げ
士
事
凡
は
根
本
的
改
獲
の
加
へ
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
燐
出
し
の
技
術
的
方
法
に
つ
い
て
は
、
直
接
に
交
付
さ
れ
る
旨
を

規
定
さ
れ
て
ゐ
る
。

ド
イ
ツ
の
輸
出
業
者
は
、
前
記
の
諸
保
件
の
も
允
た
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
説
明
を
、

ア
ス
キ
保
有
銀
行
に
提
示
せ

ね
ば
な
ら
む
。

「
商
枇
ア
ス
キ
』
は
併
し
な
が
ら
種
々
の
侠
陥
の
た
め
に
、
配
聞
く
盛
行
す
る
に
は
至
ら
た
い
。
第
一
花
、
そ
れ
は
私
的
の
清
算
取
引

L
Z
一
同
じ
く
、
特
定
の
貿
易
商
枇
相
互
聞
に
の
み
行
は
れ
・
帥
抑
込
ゐ
よ
ぴ
支
蹄
は
個
人
的
に
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
第
二
に
、
そ
の
外
岡

轍
出
業
者
は
同
時
に
ド
イ
ツ
商
品
の
輸
入
業
斉
で
左
け
れ
ば
な
ら
ぬ
叫
是
壮
一
す
の
射
に
な
い
て
次
の
『
銀
行
ア
ス
干
』
に
比
し
‘
著
し
き

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
佐
有
し
、

一
般
に
は
成
く
行
は
れ
符
泣
い
。
そ
の
口
以
も
翠
裂
な
る
は
、
一
円
時
洲
お
よ
び
一
二

7
1
ジ

l
一
ア
ン
ド
の
羊

毛
輸
制
裁
者
と
の
聞
に
設
定
せ
ら
る
L
「
羊
毛
7

1
キ
』
で
②
る
。
臥
洲
諸
問
倒
的
商
枇
と
の
聞
に
は
清
算
協
定
と
附
立
し
う
る
範
聞
に

沿
い
て
多
少
行
は
る
L
に
過
ぎ
な
い
。

一一Jt
、

を
某
し
つ
k
る
る
。
『
銀
行
ア
ス
キ
』
と
は
外
閲
銀
行
が
ド
イ
ツ
の
潟
棒
銀
行
・
取
引
銀
行
ま
た
は
支
庇
銀
行
に
保
有
す
る
ラ
イ
ヒ
ス
・

マ
ル
ク
勘
定
で
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
輪
山
川
商
品
の
代
金
と
し
て
抑
込
ま
れ
た
も
の
で
る
る
。

『
銀
行
ア
ス
キ
」

2
2
r
S
E
E
Z

ア
ス
キ
制
度
の
典
型
的
な
も
の
で
る
り
、
資
際
に
沿
い
て
も
最
も
貫
要
た
役
割

こ
そ
は
.

「
銀
行
ア
ス
キ
』
の
軍
要
な
長
所
は
‘
個
々
の
清
算
取
引
に
針
す
る
統
一
的
な
中
心
機
闘
を
提
供
し
て
、
或
意
味
に
た
け
る
清
算
取

引
の
市
場
P
創
試
し
た
貼
に
あ
る
。
即
ち
営
競
銀
行
は
外
図
に
沿
い
て
、
ド
イ
ツ
に
保
有
す
る
ラ
イ
ヒ
ス
・
マ
ル
ク
を
賓
出
し
・
ド

イ
ツ
商
品
の
輸
入
茶
者
に
そ
れ
を
費
却
す
る
。
之
を
買
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
商
品
の
買
手
は
、
何
人
に
て
も
ド
イ
ツ
園
内
の

輪
入
統
制
と
し
て
の
『
〉
井
M

』
制
度

第
四
十
五
巻

第

披
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九

七
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輸
入
統
制
と
し
て
O

『

krmr
巴
制
度

第
四
十
五
巻

第
二
観

七
O 

二
一
八

支
携
に
充
賞
す
る
こ
と
が
山
来
る
。
印
ち
ア
ス
キ
か
ら
の
支
携
は
、
前
の
商
枇
ア
ス
キ
の
如
〈
特
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
〈
、

F
イ

ツ
商
品
を
輪
山
川
す
る
線
℃
の
ド
イ
ツ
商
枇
に
封
し
て
行
は
れ
う
る
。

ま
た
す
ぺ
て
の
外
国
時
入
業
者
も
、
そ
の
地
の
ア
ス
キ
銀
行
に
つ
い
て
ア
ス
キ
・
マ
ル
ク
を
日
貝
取
り
、
之
を
も
っ
て
ド
イ
ツ
か
ら

ω
輸
入
代
金
を
支
挑
ふ
と
と
が
川
来
る
。
反
針
に
ま
た
ア
ス
キ
・
マ
ル
グ
の
抑
込
に
つ
い
て
も
一
般
的
で
る
る
。
印
ち
ド
イ
ツ
に
封

し
セ
問
料
を
供
給
ず
る
品
川
川
業
者
は
.
持
定
川
口
湖
品
川
に
晦
ら
る
L

乙
と
友
く
h

常
一
一
枚
闘
に
居
住
す
る
総
て
の
輪
出
業
者
に
認
め
ら
れ
、

彼
等
は
何
人
と
い
へ

E
も
、
ド
イ
ツ
へ
の
輸
出
代
金
を
ア
ス
キ
勘
定
に
擁
込
ん
で
保
有
す
る
と
と
が
出
来
る
。

か
く
し
て
ア
ス
キ
銀
行
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
媒
介
に
よ
る
ア
ス
キ
費
賀
市
場
が
そ
こ
に
成
立
す
る
こ
と
L
た
る
。

こ
の
射
に
治

い
て
従
副
部
の
私
的
清
算
に
比
し
著
し
き
品
目
展
を
示
し
、
ま
た
商
批
ア
ス
キ
に
針
す
る
銀
行
ア
ス
キ
の
著
し
き
長
所
を
示
し
て
ゐ
る
。

た
E
そ
の
ア
ス
キ
勘
定
は
、
震
替
銀
行
に
た
け
る
一
個
の
共
同
勘
定
と
た
る
も
の
で
は
た
ノ
¥
ど
ζ

ま
で
も
営
該
個
人
の
助
定
と
し

て
保
有
さ
れ
て
ゐ
る
。

乙
L
に
清
算
勘
定
と
の
相
蓮
が
あ
る
。

「
銀
行
ア
ス
キ
』
を
開
設
す
る
に
は
、
銀
行
は
所
要
の
手
績
を
と
っ
て
監
督
局
(
色

gsnEP問
主
色
。
)
に
申
請
ナ
る
。
監
督
局
は

そ
の
審
査
を
終
へ
て
、
之
を
鶏
替
局

(
0
0
5月ロ
ω
豆一作)
に
治
る
。
潟
替
局
は
申
請
銀
行
の
信
用
欣
態
た
よ
ぴ
業
務
欣
態
を
審
査
し
て

之
を
全
園
潟
替
管
理
局

(
m
o
E
g
E
Z
E
H『

U
2
z
g
t
z
-
Z
R
E
F
S
E
K
法
る
。
と
L

で
ア
ス
キ
開
設
の
許
否
を
決
定
し
、
順
次
に

関
係
官
腐
を
経
て
許
可
を
通
達
せ
ら
れ
る
。
直
接
の
監
叔
官
官
腐
は
前
記
の
監
督
局
で
あ
っ
て
、
と
ミ
で
個
k

の
総
入
商
品
に
闘
す
る
割

常
償
額
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
黙
に
閲
し
て
一
九
三
五
年
十
二
月
二
十
七
日
の
布
告
は
、
前
に
も
述
ぷ
る
が
如
く
ア
ス
キ
を
二
種
に

分
っ
て
、
生
活
必
需
品
の
輸
入
に
闘
す
る
ア
ス
キ
と
、
然
ら
ざ
る
輸
入
口
問
に
闘
す
る
ア
ス
キ
陀
一
回
別
し
、
前
者
に
針
し
で
は
一
針
一
、

Seeger: ;L. a. O. S. 1578 7) 



後
者
に
射
し
て
は
一
封
三
の
プ
ス
キ
を
規
定
す
る
こ
と
h
な
っ
た
。

三
『
通
過
ア
ス
キ
』
(
吋
z
z
t円
'KZE)
は
、
一
九
三
五
年
五
月
四
日
の
布
告
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
た
遇
過
貿
易
ま
た
は
仲
継
貿
易

に
闘
す
る
ア
ス
キ
で
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
輸
出
貿
易
に
ふ
」
り
重
要
友
る
意
義
を
有
す
る
。

乙
の
ア
ス
キ
に
よ
っ
て
、
外
周
仲
継
商
の

予
を
経
て
清
算
協
定
闘
に
轍
附
さ
れ
る
ド
イ
ツ
商
品
の
代
金
が
支
繍
は
れ
、
ま
た
外
岡
仲
繕
商
の
手
を
経
て
輸
入
さ
れ
る
商
品
代
金

を
防
込
む
乙
と
が
出
来
る
。

こ
の
ア
ス
キ
の
閥
均
以
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
複
数
岡
へ
の
貿
易
を
清
算
し
う
る
乙
と
L
な

り

ム'L':o.

宥
』立
」乙
't 
，."守

1J士
J誌
がr
Ji): 
iIlITJ 

と
呼
ん
で
ゐ
お
程
に
、

一
般
的
た
清
算
制
度
と
在
る
可
能

去
一
目
。
一
話
口
同

戸川喝の一円ムベ
}
O
P
同一口町)

性
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

以
上
ア
ス
キ
制
度
に
閣
す
る
重
要
な
ご
コ
一
の
問
咽
吃
考
察
じ
た
。

ア
ス
か
に
EM
川
い
て
は
山
川
間
研
究
芯
あ
ぺ
号
多
〈
の
附
閣
を
山
間
し

工
ゐ
る
が
、

乙
a
A

で
は
此
の
程
度
に
止
め
て
別
の
機
舎
を
待
っ
と
と
L
す
る
。

(
一
二
・
七
・
一
一
五

職
人
統
制
と
し
て
の
『
〉
持
巴
制
度

第
四
十
五
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第

披

九

七
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